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厚 生 委 員 会 

 

日   時 平成２８年１２月１３日（火）午前１０時００分開会－午前１１時０６分閉会 

場   所 役場３階 第２委員会室 

 

出席委員 奥野委員長、松尾副委員長、坂原、和田、道工、田島、出口、中原 

 

欠席委員 なし 

 

傍聴議員 反保、辻下、竹原、小川 

 

 

出席理事者 田代町長、中口副町長、種村副町長 

      笠間教育長、古橋しあわせ創造部長 

      古谷総務部長、四至本財政改革部長 

      佐藤総務部理事兼財政改革部理事兼まちづくり戦略室理事 

串山しあわせ創造部理事、竹下しあわせ創造部副理兼子育て支援課長 

      阪本しあわせ創造部副理事兼地域振興課長 

波戸元しあわせ創造部副理事兼住民生活課長 

      松本保険年金課長、池下高齢福祉課長、鵜久森深日保育所長 

      門前地域福祉課長兼保険センター所長、米原子育て支援課主幹 

上野地域福祉課福祉係長、橋野介護保険係長、蟻馬高齢福祉係長 

 

案   件 

     （１）付託案件について 
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（午前１０時００分 開会） 

奥野委員長 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、厚生委員会を開会します。 

本日の出席委員は８名全員です。理事者についても全員出席です。 

定足数に達しておりますので、本委員会は成立しました。 

これより厚生委員会を開きます。なお、携帯電話はマナーモードにお願いいたします。 

１２月７日の本会議において、本委員会に付託を受けました議案４件の審査を行います。 

それでは、これより議事に入ります。 

なお、発言者については、必ずマイクのスイッチを入れてから発言をお願いします。 

また、質疑についての理事者の答弁は、所属部署と氏名を言ってからお願いします。 

議案第７１号「平成２８年度岬町一般会計補正予算（第５次）の件」のうち、本委員会

に付託されました案件について、議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

松本保険年金課長 それでは、平成２８年度岬町一般会計補正予算（第５次）の件につきまして、

ご説明いたします。 

資料の１ページをごらんください。 

まず、歳入につきまして、１４国庫支出金、１国庫負担金、社会福祉費負担金といたし

まして、３，０２１万円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、国民健康保険基盤安定負担金６６万８，０００円の減額補正で、

低所得者にかかる保険料の政令軽減相当額を公費で補填する、国民健康保険基盤安定事業

費の平成２８年度分の決定に伴い計上いたしております。 

なお、これにつきましては、歳出の国民健康保険特別会計繰出金（基盤安定）に充当い

たします。 

阪本しあわせ創造部副理事 同じく障害者自立支援給付費負担金といたしまして、２，５５１万３，

０００円の増額補正を行うものでございます。 

歳出の障害福祉サービス費総務費に充当いたします。 

同じく障害者医療費負担金といたしまして、５３６万５，０００円の増額補正を行うも

のです。歳出の自立支援医療費に充当いたします。 

今回の補正につきましては、各種給付費医療費等の増加に伴う内容となっております。

補助率は２分の１でございます。 
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竹下しあわせ創造部副理事 続きまして、児童福祉費負担金として、５９６万２，０００円の増額

補正です。 

これは障害児入所給付費等国庫負担金です。補助率は２分の１で、障害児通所支援費に

充当いたします。 

補正理由につきましては、本年度に新たな事業者や施設が本町及び近隣市にできたこと

もあり、当初見込みより利用する児童数が大幅に増えたことによるものでございます。 

阪本しあわせ創造部副理事 次に、２国庫補助金、１民生費国庫補助金、地域生活支援事業費等補

助金といたしまして、１２５万１，０００円の増額補正を行うものでございます。歳出の

地域生活支援事業に充当いたします。 

先ほどの国庫負担金と同様、各種給付費等の増加に伴う内容となってございます。補助

率は２分の１です。 

松本保険年金課長 続きまして、１５府支出金、１府負担金、社会福祉費負担金といたしまして、

１，４３８万７，０００円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、国民健康保険基盤安定負担金について１０５万１，０００円の

減額補正で、先ほどの国庫負担金と同様、国民健康保険基盤安定事業費の決定に伴い計上

いたしております。 

なお、これにつきましても、歳出の国民健康保険特別会計繰出金（基盤安定）に充当い

たします。 

阪本しあわせ創造部副理事 同じく障害者自立支援給付費負担金１，２７５万６，０００円を増額

し、歳出の障害福祉サービス費・補装具費に充当いたします。 

同じく障害者医療費負担金２６８万２，０００円を増額し、歳出の自立支援医療費に充

当いたします。 

当負担金につきましても、先ほどの国庫負担金同様、各種給付費、医療費等の増加に伴

う内容となっております。補助率は４分の１です。 

竹下しあわせ創造部副理事 続きまして、児童福祉費負担金としまして、２９８万１，０００円の

増額補正です。これは障害児入所給付費等府費負担金でございます。 

補正理由は、先ほどの国庫負担金と同じです。 

なお、補助率は４分の１で、障害児通所支援費に充当いたします。 

阪本しあわせ創造部副理事 地域福祉課の阪本です。 

次に、２府補助金、社会福祉費補助金といたしまして、身体障害者及び知的障害者医療
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費助成事業費補助金２４９万３，０００円を増額補正し、歳出の障害者医療助成費に充当

いたします。補助率は２分の１です。 

次に、地域生活支援事業費等補助金といたしまして、６２万５，０００円を増額し、歳

出の地域生活支援事業に充当いたします。補助率は４分の１です。 

次に、重度障害者訪問看護利用料助成事業補助金といたしまして、５万４，０００円を

増額し、歳出の障害者福祉費に充当いたします。補助率は２分の１です。 

内容につきましては、歳出でご説明させていただきます。 

松本保険年金課長 続きまして、２０諸収入、３雑入のうち、雑入といたしまして、後期高齢者医

療広域連合負担金（医療費定率分）にかかる返還金３４１万６，０００円を計上いたして

おります。 

これは平成２７年度の後期高齢者医療の医療費が確定したことによる精算で、過払い分

の返還を受けるものでございます。 

以上、当委員会付託分といたしまして、６，１３７万９，０００円の増額補正でござい

ます。 

阪本しあわせ創造部副理事 それでは、引き続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

資料の３ページをごらんください。 

３民生費、１社会福祉費、障害者福祉費といたしまして、重度障害者訪問看護利用料と

いたしまして、１０万９，０００円の増額補正を行うものでございます。 

現在、大阪府の補助事業で実施いたしております重度障害者訪問看護利用助成につきま

しては、医療機関と指定訪問看護ステーションから提供されておりますが、双方の利用者

負担に差異が生じております。大阪府が見直しを行いまして、平成２９年１月より、１割

負担から１回５００円以内の月２回までとする定額負担に統一するための拡充分の増額補

正となります。現在、対象者は２名ございます。 

先ほどの歳入において、府補助金の重度障害者訪問看護利用料助成事業補助金を充当す

るものでございます。 

続きまして、社会福祉費としまして、社会福祉協議会補助金３５８万１，０００円の増

額補正を行うものでございます。 

内容といたしましては、町から社会福祉協議会へ補助している人件費のうち、派遣する

局長については、平成２７年度は任期つき職員でございました。平成２８年度から課長級

職員を派遣した関係で、当初に予算計上していた人件費の不足額について、増額補正を行
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うものでございます。 

松本保険年金課長 続きまして、同じく国民健康保険特別会計繰出金（基盤安定）として、２２９

万２，０００円の減額補正でございます。 

内容といたしましては、国民健康保険基盤安定事業費の決定に伴い計上いたしておりま

す。 

続きまして、国民健康保険特別会計繰出金（職員給与費等）といたしまして、３４９万

３，０００円の減額補正でございます。これは職員の人事異動や人事院勧告等に伴い、国

民健康保険特別会計で支弁する人件費を調整するものでございます。 

阪本しあわせ創造部副理事 続きまして、地域生活支援事業としまして、２５０万３，０００円の

増額補正を行うものでございます。 

地域生活支援事業は、地域特性に応じて市町村が行う事業となっておりまして、主な内

容といたしましては、障がい児、障がい者の日常生活に必要な物品等の購入や、外出の際

の円滑な移動支援、日中の一時的な見守りなどをする事業給付費について、上半期の実績

をもとに下半期の不足分を増額補正する内容となっております。 

内訳といたしまして、障害児日常生活用具給付費３３万９，０００円、身体障害者日常

生活用具給付金５４万８，０００円、難病患者移動支援事業給付費１万８，０００円、身

体障害者移動支援事業給付費２７万８，０００円、身体障害者移動支援事業給付費１０６

万７，０００円、知的障害者日中一時支援事業給付費２５万３，０００円となっておりま

す。 

先ほどの歳入において、国庫及び府の地域生活支援事業費等補助金から充当するもので

ございます。 

続きまして、障害福祉サービスにつきまして、５，０４３万３，０００円の増額補正を

行うものでございます。 

障害福祉サービス費は、障害者総合支援法の本体給付にあたるもので、障害者の社会参

加や就労支援を目指しておりまして、今回の補正では、上半期の実績をもとに下半期の不

足分を増額補正する内容となっております。 

内訳といたしまして、障害福祉サービス利用件数の増加に伴う審査支払手数料が２万５，

０００円、グループホームでの日常生活の援助を行う共同生活援助給付費１９２万２，０

００円、施設入所の夜間入浴、食事、排せつの介助を行う施設入所支援給付費１３２万円、

通常の事業所への雇用が困難な方で、雇用型の就労支援を行うための就労継続支援Ａ型給
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付費が２６９万８，０００円、視覚障がいにより移動に著しい困難を有する障がい者等に

ついて、外出時に同行し、移動に必要な情報を提供、援護、その他の便宜供用を行う同行

援護給付費７９万９，０００円、障害福祉サービスを受けるための計画や利用調整を行う

計画相談支援給付費２３９万６，０００円、知的障がい、精神障がいにより行動に介護が

必要な方への支援を行う行動援護給付費１８９万円、Ａ型への就労支援には、年齢、体力

等の問題で就労につながらないなどの方への就労支援を行うための就労継続支援Ｂ型給付

費１，１２５万円、障がい者の方の在宅増えるパー介護として、居宅介護給付費１，９６

４万６，０００円、障害者（児）で自宅での介護を受けられない場合に一時的に施設入所

するための短期入所給付費３２５万２，０００円、常時介護を必要とする方で、日中に施

設において介護等と創作活動等の支援を行う生活介護給付費５２３万５，０００円となっ

ております。 

先ほどの歳入において、国庫及び府の障害者自立支援給付費負担金から充当するもので

ございます。 

続いて、自立支援医療費といたしまして、１，０７３万９，０００円の増額補正を行う

ものでございます。 

更生医療は、身体上の障がいを軽減し、日常生活を容易にするための医療に対する給付

を行うものでございます。 

今回の補正では、生活保護受給者の新規申請、人工透析等が見込まれることや、上半期

の伸び率を勘案し下半期の不足分を増額補正する内容となっております。 

内訳といたしまして、自立支援医療（更生医療）審査支払手数料が９，０００円、自立

支援医療（更生医療）給付費１，０７３万円となっております。 

先ほどの歳入において、国庫及び府の障害者医療費負担金から充当するものでございま

す。 

続いて、補装具費といたしまして、６１万９，０００円の増額補正を行うものでござい

ます。 

身体の欠損または損なわれている身体機能を補完、または代替する装具で、個別に対応

して設計確保されたものを日常生活や就学、就労に用いる装具に対する給付費でございま

す。 

今回の補正では、障がい児、障がい者ともに、上半期の実績をもとに下半期の不足分を

増額する補正内容となっております。 
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内容といたしまして、障害児補装具給付費１８万９，０００円、身体障害者補装具給費

４３万円、先ほどの歳入におきまして、国庫及び府の障害者自立支援給付費負担金から充

当するものでございます。 

池下高齢福祉課長 続きまして、２老人福祉費、介護保険特別会計繰出金といたしまして、６８８

万５，０００円の減額補正でございます。 

内容につきましては、職員の人事異動や人事院勧告に伴う人件費等の調整による繰出金

の調整によるものでございます。 

内訳といたしまして、介護保険特別会計繰出金（職員給与費等）７９５万９，０００円

の減額、介護保険特別会計繰出金（事務費）１万１，０００円の増額、介護保険特別会計

繰出金（地域支援介護予防事業）１１２万６，０００円の増額、介護保険特別会計繰出金

（地域支援包括・任意事業）６万３，０００円の減額です。 

続きまして、介護予防・生活支援事業、寝具洗濯・乾燥サービス事業委託料につきまし

ては、利用者が当初予定していた数を超えたため、１１万９，０００円の増額補正をお願

いするものです。 

当初、２４人分の予算を計上していましたが、実績として２８人の利用があったため、

予算に不足が生じたことによるものです。 

阪本しあわせ創造部副理事 続いて、障害者医療助成費としまして、５００万６，０００円の増額

補正を行うものでございます。 

身体障がい者及び知的障がい者の障がいのある方に対しまして、医療が容易に受けられ

るよう、医療費の自己負担の一部助成にかかる給付費でございます。 

今回の補正では、上半期の実績をもとに下半期の不足分を増額補正する内容となってお

ります。 

内訳といたしましては、審査支払手数料１万９，０００円、障害者医療費４９８万７，

０００円となっております。 

先ほどの歳入において、府補助金の身体障害者及び知的障害者医療費助成事業費補助金

から充当するものでございます。 

竹下しあわせ創造部副理事 続きまして、２児童福祉費、１児童福祉総務費、障害児通所支援費と

して、１，０９９万４，０００円の増額補正です。 

内訳は、審査支払手数料が１万円、障害児通所支援給付費が１，０５９万円、障害児計

画相談支援給付費が３９万４，０００円でございます。 
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まず、障害児通所支援給付費が増える理由としましては、今年度から放課後デイサービ

ス等を実施する新たな施設が、泉佐野市で１、泉南市で１、阪南市で２、岬町で１の計５

施設ができました。既存施設と合わせまして、現在１０施設を利用されております。 

また、利用者数も当初の５人から１４人に増えているところでございます。 

次に、障害児計画相談支援給付費が増える理由といたしましては、昨年度から今年度に

かけて、個々の療育計画の作成等を実施する新たな施設が岬町で３施設できました。既存

の他市の施設と合わせて、現在５施設が利用可能となっており、１４人が利用されており

ます。 

以上のように、当初予算要求時から大きく状況が変わってきており、９月までの実績等

から、今年度の給付費を推計しますと多額の予算不足が見込まれますので、今回、補正を

お願いするものでございます。 

なお、本給付費については、国、府の障害児入所給付費等負担金を充当いたします。 

次に、２児童福祉施設費、保育所運営費として８５万１，０００円の増額補正です。 

これは平成２９年４月から、保護者の要望やニーズに応え、子育て支援環境を充実させ

るため、０歳児保育を拡充することとしております。 

一つは、これまで０歳児保育をしていなかった多奈川保育所で０歳児保育を実施いたし

ます。 

もう一つは、これまで淡輪・深日保育所での０歳児の入所要件であった「生後６カ月か

ら」を、町立の全保育所において、産休明けの「生後５７日から」に拡充いたします。 

これに対応するため、各保育所において受け入れ態勢を整備しておく必要があることか

ら、ベビーベッドやベビーカー、ベビールーム、哺乳瓶煮沸消毒器などの必要な備品を購

入するため、今回、補正をお願いするものでございます。 

次に、子ども・子育て支援事業費として、３万１，０００円の増額補正です。 

これは平成２７年度子どものための教育・保育給付費府費負担金（施設型給付）の確定

による精算返還金でございます。 

門前地域福祉課長 続きまして、資料の５ページをお願いします。 

４衛生費、１保健衛生費、がん検診推進事業といたしまして、７万円を増額補正するも

のです。 

内容といたしまして、特定の年齢を対象に子宮がん及び乳がん、大腸がん検診の無料ク

ーポン券の送付や、未受診者への受診勧奨などを実施しておりますがん検診推進事業にお
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ける国庫補助金返還金で、事業費確定によります前年度の精算分でございます。 

波戸元しあわせ創造部副理事 ２清掃費、１塵芥処理費、ごみ処理施設運営費として３３０万２，

０００円を増額補正するものです。 

内訳としましては、臨時職員賃金９８万５，０００円、嘱託職員賃金２３１万７，００

０円でございます。 

本年１０月に美化センターごみ処理施設において、嘱託職員が退職いたしました。これ

に伴い、当該職員の退職手当を含めた平成２８年度の歳出見込みを算出の上、不足する嘱

託職員賃金２３１万７，０００円を補正するものです。 

また、当該施設においては、年度当初から嘱託職員４名、期限付短時間職員１名、臨時

職員１名の６名でごみの受け入れ、焼却運転、施設管理等を行っておりました。しかし、

今般、１名の退職に伴い、臨時職員による補充を行い、円滑な施設管理を行いたく、臨時

職員１名分野賃金９８万５，０００円を補正するものでございます。 

以上、当委員会付託分、計７，５６８万７，０００円を補正するものでございます。 

説明は以上でございます。 

奥野委員長 はい、ありがとうございます。 

ただいまの説明に対して、質疑はございませんか。 

道工委員 

道工委員 ちょっと１点だけ確認をしたいと思います。 

３ページ目の社会福祉協議会の補助金ですけども、平成２８年度から課長級を協議会へ

派遣しているということで、今後こういう形でずっとやっていかれるのか、一時的なもの

なのか、その点だけ確認したいと思います。 

奥野委員長 古橋部長。 

古橋しあわせ創造部長 局長の部分につきましては、現在、課長級の職員を派遣という形で社会福

祉協議会のほうにしているというところでございまして、その前につきましては、再任用

職員を局長として派遣したという経緯がございます。 

この派遣につきましては、本来であれば社会福祉協議会というのは一つの団体でござい

ますので、その中から局長という形で出していくというのが一番好ましいかなとは思いま

すが、今の現状につきましては、町と連携しながらやっていくという側面もございますの

で、現在、派遣という形で職員を送っております。 

行く行くは、先ほども申しましたように、社会福祉協議会の中で事務局長というのを育
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成していっていただきたいと考えてございます。 

奥野委員長 よろしいですか。 

和田委員。 

和田委員 同じ３ページで、障害者計画相談支援給付費。これについて、もうちょっと詳細に、ど

んな相談でどの方がやっているのか、その点を１点。 

それと、４ページにも障害児計画相談とあるんですけど、これも同じことになるのかな。 

奥野委員長 阪本しあわせ創造部副理事。 

阪本しあわせ創造部副理事 和田委員のご質問ですけども、障害者計画相談支援給付費につきまし

ては、障害福祉サービス及び地域相談支援を利用する障がいのある方に対しては、サービ

ス等利用計画案を作成する必要があります。このサービス等利用計画案は個人で作成する

こともできますが、本予算では、町が指定する事業所が計画作成やサービス等の利用検証

を行い計画の見直しを行うなどのサービスを提供した場合における給付費について計上し

ているものです。 

現在、計画が必要な方が１７１人ぐらい把握しておりまして、そのうち作成済みがほぼ

９２．４％、１５８名が現時点で作成されておるところでございます。 

この計画をもとに、さまざまなサービスを受けていただくような形になってございます。 

今まで、そういった事業所が１事業所でありましたが、昨年の１１月ごろから２事業所

が増えまして、町内でも３事業所ができまして、障がい者の皆さんに寄り沿った形の計画

をつくっていただいているというのが現状でございます。 

奥野委員長 よろしいですか。 

坂原委員。 

坂原委員 ２点だけ確認をお願いします。 

４ページの保育所運営費のところで、０歳児保育、産休明け保育を実施するに伴う、こ

れは物品の購入費として補正予算として上がっていますけど、物品購入の予算はいいんで

すが、まあ、新たに始めるこの事業について、人は足りているんでしょうか。人的な補給

は大丈夫なのかというのが１点と、５ページのがん検診推進事業の件で、がん検診の受診

人数、受診率、今年は去年から比べてどうなっているのか。その２点を確認お願いします。 

奥野委員長 竹下しあわせ創造部副理事。 

竹下しあわせ創造部副理事 ０歳児保育の来年度の保育体制ということでございますが、今、まさ

に保育士の新規採用職員、それから、臨時職員の採用をこれからやっていくというところ
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でございますが、その点について、５７日からの実施ということもございます。多奈川保

育所での実施ということもございます。 

人事のほうには、人的な配置をお願いするということで、特に５７日、産休明けの保育

士につきましては、今まで以上に配置基準に捉われないで、臨機応変な形で配置をお願い

したいということで、人事担当に要望しているところでございます。 

奥野委員長 門前地域福祉課長。 

門前地域福祉課長 がん検診の受診数ということでご指摘がございましたが、平成２８年度につき

ましては、今のところ見込みでしか出せませんので、平成２６年度と平成２７年度の実績

でお答えしてよろしいでしょうか。 

坂原委員 はい。 

門前地域福祉課長 全てのがん検診が必要になりますでしょうか。はい、わかりました。 

まず、胃がん検診ですが、平成２６年度が総数で２８４人、平成２７年度が３３７人、

肺がん検診は、平成２６年度が５０４人、平成２７年度が５２７人、大腸がんは、平成２

７年度から自己負担を無料にしておりますので、かなり増えております。平成２６年度が

６３７人、平成２７年度が９３４人、それから、女性のがんで子宮頸がんですが、平成２

６年度が６３５人、平成２７年度は、５６１人と減少しておりますが、今、国では子宮が

ん、乳がんにつきましては２年に１回ということになっておりまして、平成２７年度は全

体の受診数としては減っていますが、新規の受診数は増えております。 

乳がん検診においても、平成２６年度が３９６人、平成２７年度が３７９人と、全体の

受診数は減っておりますが、新規の受診数は増えているという状況です。 

奥野委員長 よろしいですか。ほか、ございませんか。 

中原委員。 

中原委員 委員会資料の３ページ、一番初めの項目で、重度障害者訪問看護利用料についてお尋ね

します。 

この項目の説明のところで、１割負担から１回５００円云々という説明がされたかなと

思いますが、これは大阪府の制度の改定、ごめんなさい。国の制度が変わって、府の制度

もそれにひっついて変わってということの影響によるものでしたか、その基準が変わった

点について確認をしておきたいということが一つと、それから、対象が２名ということで

ありましたが、その制度改定によって実際に利用料をお支払いになる方の負担はいかよう

になるかということをお聞きしたいと思います。 
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それから、もう一つですけれども、障がい児の放課後デイについてお尋ねいたします。 

随分、事業所が増えて、利用者も増えたということが先ほどの説明で見てとれるわけな

んですけれど、これは必要な方が利用されるということで結構だと思うんですけれども、

この一遍に増えてきた理由だとか、制度上の何か改定があったのか、そのあたりについて

お聞きしておきたいと思います。 

それからもう１点、０歳児保育、産休明け保育の拡充についてもお尋ねしたいと思いま

す。この子育て支援のさらなる拡充ということで、大変前向きな取り組みだと評価をする

ものですけれども、ちょっと先ほど聞き漏らしてしまったかもわかりません。生後５７日

から、産休明けから受け入れをさらに早めてということで拡充をするのは、深日と淡輪の

２カ所ということですか。ちょっと確認を、ごめんなさい。多奈川は産休明けには対応し

ないのかなと。そこをちょっと確認させてください。 

それから、先ほど、坂原委員からも人の配置のことで質問がありました。その答弁の中

で、配置基準に捉われないで配置してほしいということを人事にお願いしてるといった、

柔軟な対応を求めるといったご答弁だったかなと思うんですけれど、その配置基準という

のがちょっとよくわからなくて、もう少し具体的にお聞きしておきたいと思います。 

まあ、この０歳児保育、また、産休明け保育の拡充については歓迎するものですけれど

も、やはり命にかかわってくることもありますから、必要な人員は確実に確保することは

当然のことでありますので、そのようにきちんと体制が整備されるのか、そのあたりが気

になりますので、重ねてお聞きしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

奥野委員長 阪本しあわせ創造部副理事。 

阪本しあわせ創造部副理事 中原委員のご質問にお答えします。 

まず、重度障害者訪問看護利用料の助成ということで、これは大阪府の補助制度でござ

います。 

先ほども申しましたように、現在、病院で行っている、医療機関というところからの訪

問看護と、それから、指定されている訪問看護ステーションというところからのサービス

と、両方あるんですけれども、病院から訪問看護の場合、自己負担額が１日５００円で、

月２回までの自己負担で済むところですけども、指定看護訪問ステーションからサービス

を受ける場合ですけども、この場合、健康保険で自己負担３割のうち、１割を自己負担さ

れて、２割を公費負担ということになっております。 
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同じサービスを受けるにあたって、病院と指定訪問看護から受けられるサービスで、現

実として差が生じているということがございますので、要望等ございまして、大阪府のほ

うで見直しを行ったいうことを聞いています。これをもとに統一するということでござい

まして、１回５００円、月２回までの定額負担に統一することに、１月から改められます。 

それで、正式に想定して計算はしていませんけども、個人負担としてはかなり軽減され

ることになろうかと考えてございます。 

奥野委員長 竹下しあわせ創造部副理事 

竹下しあわせ創造部副理事 私からは、０歳児保育の件について答弁させていただきます。 

まず、産休明けの５７日からの実施施設ですが、多奈川保育所も含め、全保育所で実施

いたします。 

それから、先ほど、配置基準に捉われないというようなお答えをいたしましたが、０歳

児につきましては、途中入所というのが予測されます。配置基準につきましては、０歳児

については、乳児が３人に対して保育士が１人ということになっております。ただ、５７

日からになりますと、短時間での授乳、おむつ替えなども必要です。それから、乳幼児突

然死症候群、ＳＩＤＳですね。ＳＩＤＳ等の手厚い見守りもしていかないといけないいう

ことで、先ほど言った配置基準に捉われないような柔軟な対応をお願いしているところで

ございまして、当町の場合、３保育所全てに看護師も配置しております。看護師とも連携

しながら、実施していきたいと考えております。 

奥野委員長 竹下しあわせ創造部副理事 

竹下しあわせ創造部副理事 先ほど、放課後デイ等を実施する施設が増えた要因についてのお尋ね

がありました。申しわけありません。ちょっと制度上、実際の要因につきましては、今の

ところ存じ上げておりません。また、調べましてご報告なりさせていただきたいと思いま

す。 

奥野委員長 中原委員。 

中原委員 放課後デイについては、また、わかり次第、この委員会中でなくて構いませんので、教

えていただきたいと思います。また追ってお知らせください。 

それで、０歳児保育、産休明け保育の受け入れ体制の拡充ということで、これは担当課

から人事に対して柔軟な対応を求めているということでありますので、ぜひその求めの声

を大きくしていただきたいと思いますし、それから、当委員会の所管ではありませんけれ

ども、人事のほうにはぜひ、その声に対して誠実に応えていただきたいとお願いしたいな
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と思います。 

ありがとうございます。 

奥野委員長 ほか、ございませんか。 

出口委員。 

出口委員 ２点お聞きします。４ページの、これは金額は小さいんですけども、障害者医療助成金

の中で、当然、これは障がい者というのは国で認定されてる部分があると思いますけども、

審査支払手数料。これはどういう審査をされて、どういうような団体が審査されるのか。

その詳細をちょっとお教え願いたいと思います。 

もう１点、先ほど、５ページのがん検診の詳細を門前地域福祉課長が皆さんに説明され

て、非常に受診者が多いという実感を持ちました。 

その中で、がん検診をされた中で、早期発見比率はどれぐらいの効果があったのかどう

か。その辺のちょっと説明をお願いしたいと思います。 

奥野委員長 阪本しあわせ創造部副理事。 

阪本しあわせ創造部副理事 障害者医療費の審査支払手数料の件でお答えします。こちらにつきま

しては、国民健康保険団体連合会へ社会保険報酬支払基金等に支払う手数料でございます。

障がい者の方々が医療に使われた分の、保険にかかる医療の審査でございますので、それ

を一般の国民健康保険や社会保険などの審査機関を通して審査をされておりますので、そ

の団体に対して手数料を支払うものでございます。 

出口委員 何名ほど、審査されるんですか。 

阪本しあわせ創造部副理事 対象は、去年、平成２７年度実績で２，６５７件ほどございます。今

年は増額させていただいているので、おおむね３，０００件ぐらい。これは１年間の件数

でございますので、受診される増減はあろうかと思うんですけども、補正予算の時点での

見込みが決算見込みでは不足するだろうという想定で、今回、補正を上げさせていただい

ております。対象としては、３，０００件弱と見込んでございます。 

奥野委員長 門前地域福祉課長。 

門前地域福祉課長 がん検診の中で、発見率ということでご指摘がございました。 

平成２７年度実績でご報告させていただきます。胃がん検診については、１名がんの方

が発見されております。大腸がんは７名、子宮がんは１名で、肺がん検診、乳がん検診に

つきましては、がんの発見者はいらっしゃいませんでした。発見された方は、いすれも手

術等におきまして回復されております。 
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特に大腸がんにつきましては、たくさんの方を見つけることができ、いずれも早期で回

復することができました。 

出口委員 ありがとうございます。 

奥野委員長 よろしいですか。 

出口委員 はい。 

奥野委員長 ほか、ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 ないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 討論はなしと認めます。 

これで、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７１号「平成２８年度岬町一般会計補正予算（第５次）の件」のうち、本委員会

に付託されました案件について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

奥野委員長 満場一致であります。 

よって議案第７１号は、本委員会において可決されました。 

議案第７２号「平成２８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２次）の件」につ

いて、議題とします。 

本件について担当課から説明を求めます。 

松本課長。 

松本保険年金課長 平成２８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２次）の件につきまして、

ご説明いたします。 

今回の補正は、職員の人事異動や人事院勧告等に伴う人件費の調整や、増加が見込まれ

る医療費の増額及び低所得者にかかる保険料の政令軽減相当額を公費で補填する保健基盤

安定事業費の決定に伴う繰入金について、編成いたしております。 

資料の６ページをごらんください。 

歳入につきまして、ご説明いたします。 
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４国庫支出金、１国庫負担金、療養給付費等負担金といたしまして、現年度分４５１万

５，０００円と過年度分２，２４３万２，０００円の増額補正でございます。 

次に、２国庫補助金、普通調整交付金といたしまして、３８万３，０００円の増額補正

でございます。 

続きまして、７府支出金、２府補助金、普通調整交付金といたしまして２９万７，００

０円の増額補正でございます。 

この国庫支出金、府支出金につきましては、歳出の一般被保険者にかかる保険給付費が

当初見込みに比べて増加することが予想されることから、国庫、府費の定率負担割合に応

じて計上いたしております。 

続きまして、１０繰入金、１他会計繰入金、保険基盤安定繰入金（軽減分）といたしま

して９５万６，０００円を減額、保険基盤安定繰入金（支援分）といたしまして１３３万

６，０００円を減額、続きまして、職員給与費等繰入金といたしまして３４９万３，００

０円を減額するものです。 

内容といたしましては、国民健康保険基盤安定事業費の決定及び国民健康保険特別会計

で支弁する人件費の調整に伴い、計上いたしております。 

以上、当委員会付託分といたしまして、２，１８４万２，０００円の増額補正でござい

ます。 

続いて、資料の７ページをごらんください。 

次に、歳出でございます。 

１総務費、１総務管理費、一般管理費人件費として３４９万３，０００円の減額補正で

ございます。 

内容といたしましては、人事異動や人事院勧告等に伴う人件費の調整で、給料が１７１

万７，０００円、職員手当等が８７万８，０００円、共済費が８９万８，０００円をそれ

ぞれ減額するものでございます。 

続きまして、２保険給付費、１療養諸費、一般被保険者療養給付費として、国民健康保

険基盤安定事業費が決定したことにより２２９万２，０００円を、特定財源から一般財源

に変更する財源更正を行います。 

次に、２高額療養費、１一般被保険者高額療養費として、２，５３３万５，０００円の

増額補正でございます。 

これにつきましては、一般被保険者の医療費が当初見込みより増加することが見込まれ
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ることによる補正でございます。 

以上、当委員会付託分といたしまして、２，１８４万２，０００円の増額補正でござい

ます。 

説明は以上になります。 

奥野委員長 ただいまの説明に対して、質疑はございませんか。 

中原委員。 

中原委員 一般被保険者の医療費の増額が見込まれるということで、今回、補正も組まれておりま

すけれども、何らかの傾向だとか、増額の特段の要因があったりとか、もし、そういう特

徴的なことがあればお聞きしたいと思います。 

奥野委員長 松本保険年金課長。 

松本保険年金課長 先ほどの医療費の傾向についてですが、医療費のうち、特に伸びが非常に顕著

なのが高額療養費でございます。高額療養費につきましては、テレビの報道等で皆様ご存

じかとは思いますが、近年の傾向といたしましては、非常に高額な薬剤や治療等が保険適

用という形で導入されておりまして、これによる伸びが非常に大きくなっております。 

また、近年の傾向といたしましては、以前は入院治療が必要とされたものが、外来治療

で可能になっているものが増えております。 

平成２６年度から直近までの高額療養費の推移について確認してみたところ、入院・外

来については、いずれもその年度によって増減はありますけれども、入院分については、

おおむね平均して１．１倍程度の伸びで、外来分については、前年度と比較しまして、押

しなべて大体１．４倍程度の伸びというように、徐々に増加しております。 

特に外来分につきましては、平成２７年度後半以降、大幅に伸びておりまして、前年度

の同じ月に比べまして、おおむね１．５倍から２倍の伸びを示しているという確認がとれ

ております。 

なお、今後につきましても、今のところは同様の傾向が継続しているというのが現状で

ございます。 

奥野委員長 よろしいですか。ほか。 

道工委員。 

道工委員 １件、ちょっと確認させてください。歳入の部分で、国庫負担金ですけども、過年度分

で、当初の補正前の予算額に対して、補正予算額が約２．６倍ぐらいになっていますね。

それの要因というのはどこにあったのか、聞かせてください。 
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奥野委員長 松本保険年金課長。 

松本保険年金課長 先ほどのご質問ですが、療養給付費等負担金につきましては、前年度の医療費

の伸びについて報告をした上で、差額を国から返還されるということになります。 

今回、返還されている分につきましては、平成２７年度分になるのですが、その前年度

との差額です。その分が一応、精算という形で今回返ってきております。 

奥野委員長 ほか、ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 討論なしと認めます。 

これで、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７２号「平成２８年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第２次）の件」につ

いて、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

奥野委員長 満場一致であります。 

よって議案第７２号は、本委員会において可決されました。 

議案第７４号「平成２８年度岬町介護保険特別会計（保健事業勘定）補正予算（第２

次）の件」について、議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

池下高齢福祉課長。 

池下高齢福祉課長 委員会資料の８ページをご参照ください。 

平成２８年度岬町介護保険特別会計（保健事業勘定）補正予算（第２次）につきまして、

ご説明をさせていただきます。 

今回の補正予算につきましては、職員の人事異動や人事院勧告等に伴う人件費の調整に

よるものでございます。 

まず、歳入についてですが、歳出予算で計上しております給付費及び人件費につきまし

て、介護保険制度に基づき、保険料、国、支払基金、大阪府、町の負担割合に応じて補正
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するものです。 

１保険料、１介護保険料、現年度分特別徴収保険料１７５万５，０００円の増額、現年

度分普通徴収保険料１５万５，０００円の増額補正です。 

次に、４国庫支出金、１国庫負担金、介護給付費負担金１５万９，０００円の増額補正

です。 

続きまして、２国庫補助金、地域支援事業交付金（介護予防事業）２２５万２，０００

円の増額、同交付金（包括的支援事業、任意事業）１２万６，０００円の減額補正です。 

次に、５支払基金交付金、地域支援事業支援交付金２５２万２，０００円の増額補正で

す。 

次に、６府支出金、１府負担金、介護給付費負担金１５万９，０００円の減額補正です。 

９ページをご参照ください。 

続きまして、２府補助金、地域支援事業交付金（介護予防事業）１１２万６，０００円

の増額、同交付金（包括的支援事業・任意事業）６万３，０００円の減額補正です。 

次に、１０繰入金、１一般会計繰入金、地域支援事業繰入金（介護予防事業）１１２万

６，０００円の増額、同繰入金（包括的支援事業・任意事業）６万３，０００円の減額補

正です。 

次に、その他一般会計繰入金、職員給与費等繰入金７９５万９，０００円の減額補正で

す。 

続きまして、事務費繰入金１万１，０００円の増額補正です。 

以上、当委員会付託分といたしまして、歳入予算は７３万６，０００円の増額補正でご

ざいます。 

歳出について、ご説明させていただきます。 

委員会資料の１０ページをご参照ください。 

１総務費、１総務管理費、一般管理費人件費につきましては、職員の人事異動や人事院

勧告に伴う人件費の調整のため、７９５万９，０００円の減額補正でございます。 

内訳といたしましては、給料４４４万１，０００円の減額、職員手当等１９３万８，０

００円の減額、共済費１５８万円の減額でございます。 

次に、３介護認定審査会費、認定調査費、嘱託職員賃金としまして１万１，０００円の

増額補正です。 

次に、保険給付についてでございますが、給付費総額には変更がございませんが、給付
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実績に基づき予算の配分を変えるものでございます。 

２保険給付費、１介護サービス等諸費、居宅介護サービス給付費といたしまして、４３

５万６，０００円の減額、地域密着型介護サービス給付費１９４万３，０００円の減額、

施設介護サービス計画給付費３１４万８，０００円の減額、居宅介護サービス計画給付費

１５７万６，０００円の減額補正でございます。 

続きまして、２介護予防サービス等諸費、介護予防サービス給付費２８８万３，０００

円の増額、介護予防住宅改修費４０９万円の増額。 

１１ページをごらんください。 

介護予防サービス計画給付費１７４万円の増額補正でございます。 

次に、４高額介護サービス等費、高額介護サービス費といたしまして２３１万円の増額

補正です。 

続きまして、４地域支援事業費、１介護予防事業費、地域介護予防活動支援事業人件費

といたしましては、会計間の人事異動や人事院勧告による人件費の調整のため、９００万

７，０００円の増額補正でございます。 

内訳といたしまして、給料４７５万１，０００円の増額、職員手当等２７２万３，００

０円の増額、共済費１５３万３，０００円の増額補正でございます。 

続きまして、２包括的支援事業・任意事業、介護予防ケアマネジメント事業費人件費と

いたしましては、人件費の調整のため４８万円の減額補正でございます。 

内訳といたしまして、給料３万５，０００円の減額、職員手当等３０万２，０００円の

減額、共済費１４万３，０００円の減額補正です。 

次に、総合相談事業人件費につきましては、人事院勧告に伴う人件費の調整のため、１

５万７，０００円の増額補正でございます。 

内訳といたしましては、給料７万８，０００円の増額、職員手当等１０万３，０００円

の増額、共済費２万４，０００円の減額補正です。 

以上、当委員会付託分といたしまして、歳出予算は７３万６，０００円の増額補正でご

ざいます。 

説明は以上でございます。 

奥野委員長 ただいまの説明に対して、質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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続いて、討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 討論はなしと認めます。 

これで、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 

議案第７４号「平成２８年度岬町介護保険特別会計（保健事業勘定）補正予算（第２

次）の件」について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

奥野委員長 満場一致であります。 

よって議案第７４号は、本委員会において可決されました。 

議案第７５号「平成２８年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算

（第１次）の件」について、議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

池下高齢福祉課長。 

池下高齢福祉課長 委員会資料の１２ページをご参照ください。 

平成２８年度岬町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１次）につ

きまして、ご説明いたします。 

こちらの会計科目は、本町の地域包括支援センターにおきまして作成している要支援の

方のケアプランにかかる費用の歳入歳出のための勘定科目でございます。 

このたび、要支援の方のケアプランの件数が増加したことに伴い、包括支援センターか

ら事業所に委託する事業費が不足することが見込まれますため、補正をお願いするもので

す。 

歳入でございますが、１サービス収入、１予防給付費収入、居宅予防サービス計画費収

入といたしまして、１７４万円の増額補正でございます。 

こちらは国保連合会から介護報酬として歳入するものです。 

次に、歳出でございますが、１事業費、１居宅予防サービス等事業費、サービス計画原

案作成負担金といたしまして、１７４万円の増額補正です。 

こちらにつきましては、地域包括支援センターから事業所へのサービス計画原案作成委

託件数が当初予算に比べて増加し、予算が不足する見込みでございます。当初では委託件
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数が年間１，０８０件を予定しておりましたが、見込みでは１，５２６件を想定しており

ますので、不足する４４６件分、１７４万円の増額補正をお願いするものです。 

以上、当委員会付託分といたしまして、歳入歳出予算ともに１７４万円の増額補正でご

ざいます。 

説明は以上でございます。 

奥野委員長 ただいまの説明に対して、質疑はございませんか。 

和田委員。 

和田委員 １２ページ、歳出のほうで、これは居宅予防サービス事業費ですか。この事業所という

のは、どういう名前があるのかな。 

奥野委員長 池下高齢福祉課長。 

池下高齢福祉課長 こちらの事業所につきましては、指定介護支援事業所でございまして、ケアプ

ランをつくる事業所に予防のプランを委託するということでございます。俗に言うケアプ

ランセンターというところでございます。 

奥野委員長 和田委員。 

和田委員 そのケアプランというのは、どこにあるのかな。 

奥野委員長 池下高齢福祉課長。 

池下高齢福祉課長 町内にも複数ございまして、介護の事業所の中でケアプランをつくる事業所が

ございます。具体的な名称を申し上げたほうがいいでしょうか。例えば、淡輪園とか、オ

オサコケアプランセンターとかがございます。 

奥野委員長 よろしいですか。 

和田委員 はい。 

奥野委員長 ほか、ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 ないようですので、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

続いて、討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

奥野委員長 討論はなしと認めます。 

これで、討論を終わります。 

続いて、採決を行います。 
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（第１次）の件」について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

奥野委員長 満場一致であります。 

よって議案第７５号は、本委員会において可決されました。 

以上で、本委員会に付託を受けました議案４件については、全て議了しました。 

本日の審議経過並びに結果については、次の本会議において委員長報告を行いますので、

委員の皆様方のご協力をお願い申し上げます。 

これで、厚生委員会を閉会します。 

（午前１１時０６分 閉会） 
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